
会計検査院「平成２６年度決算検査報告」における 

不適切に支払われた介護給付費について 

 

 

【適切とは認められない支払の事態】 

会計検査院が行った実地検査の結果、別紙のとおり平成 17 年度から 26 年度までの間に

おける介護給付費の支払について、44,708 件、190,792,960 円が適切ではないとされた。  

今後は、このような事態を招くことのないよう事業者等に対する必要な助言及び適切な

指導を行い、介護保険事業の運営が健全かつ円滑に行われるよう取り組まれたい。 

 

具体的には、介護報酬の算定に当たり、 

   

①  居宅介護支援については、24 事業者が居宅サービス計画における訪問介護等に係る

介護サービスの提供総数のうち、正当な理由なく同一の事業者によって提供されるこ

れらのサービスの占める割合が 100 分の 90 を超えていたのに特定事業所集中減算を

行っていなかったり、減算となる期間には算定できない特定事業所加算（Ⅱ）を算定

していたりしていた。 

 

②  介護保健施設サービスについては、11 事業所が介護報酬の算定に当たり、医師の判

断によらずに施設の都合等で個室を利用した場合においても多床室の単位数を算定

していた。 

 

 上記のほか、介護福祉施設サービス、通所介護サービス、介護療養施設サービス、

短期入所生活介護サービス及び通所リハビリテーションサービスの５つの介護サー

ビスについて、32 事業者は、単位数の算定を誤るなどして介護報酬を過大に算定して

いた。 






